
Ｊアラート響く中、「許すな「戦争する国」〜11.3憲法大行動に 4200人 

 

♦日本国憲法の公布日である 11 月 3 日。晴れわ

たった日だったが、朝から「Ｊアラート」でマス

コミは大騒ぎ。国会正門前の「11・3 憲法大行

動」で、主催者の高田健さんは「メディアは朝鮮

の脅威を煽りまくっているが、現在、米韓の大規

模軍事演習が 240 機もの軍用機を動員して行われ

ている。その反発として北がミサイルを発射して

いるわけで、そうした事実をしっかり見ておく必

要がある」と強調した。後刻、政府はミサイル情

報が誤りであったことを発表した。 

♦この日は国会を取り囲む形で集会が開催され、4200 人が結集、若者 3 人が登壇し元気なアピー

ルで盛り上がった。メインスピーカーの永山茂樹さん（憲法学者）は、いま政府が閣議決定で決め

ようとしている「安保３文書」は「実質改憲」であることを指摘した。 

♦「安保３文書」の問題点、①大軍拡予算を正当化。それは日本が世界の 3 番目の軍事予算をもつ

国になる。②敵基地攻撃能力、つまり相手国への空爆・ミサイル攻撃を正当化。自民党のこれまで

の「専守防衛」路線を転換する。③沖縄・南西諸島に自衛隊基地をどんどんつくり、ミサイル配備

を進めて、米軍と対中国の共同作戦を行えるようにする。住民の命など人権が完全に無視される。

これらはすべて憲法違反であり、絶対に許せないと怒りを露わにした。 

♦集会まとめで高田健さんは、「この国が平和に向かうのか戦争する国になるのか。危険が迫って

いる。安保３文書に反対する運動に全力を上げて取り組もう」と訴えた。具体的には、11.19 国会

前行動・11.30 日比谷大行動を軸に全国運動が展開される。（レイバーネットより抜粋） 
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◇福島知事選開票結果（2022 年と 2018 年の比較） 
◎今回(2022年 10月 30日)  ○前回(2018 年 10 月 28 日) 

内堀 雅雄   ５７６，２２１票     内堀 雅雄   650,982 票 

草野 芳明    ７７，１９６票     町田 和史    35,029 票 
 

◎当日有権者数は１５４万８２６０人。投票率は４２．５８％過去２番目の低さ。90万人が棄権。 

◎内堀陣営に自民・公明、立民、国民、連合など大組織がついたが、7万 5千票減。 

◎草野候補を日本共産党、緑の党が推薦、れいわ新選組のサポーターや各市民団体も支援。得

票は倍加。社民党は、原発・汚染水海洋放出問題で内堀陣営から離脱し自主投票とした。 
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